
• 
• 
由
な
感
性
を

て
る
空
間

‘
石
井
鶴
三
美
術
館

館
畏
橋
詰
昌
義
さ
ん

「
皆
さ
ん
の
中"1
<1
r図
書
館
』
と
い
う
イ
メ

ジ
が
あ
る
万
も
い
る
の
で
は
砿
い
で
し
ょ
う
廿
つ
音
は

子
ど
も
芭
ち
が
児
童
文
庫
室
丑
使
っ
E
り
、
受
験
生
ガ
勉

強
U
.
o
リ
と
、
学
習
の
場
所
芭
っ
E
ん
で
す
J
と
お
話
い
E

だ
い
芭
の
は
、
石
井
鶴
三
藁
術
館
館
長
田
橋
詰
昌
畢
さ
ん
。

大
正
4
(
1
9
1
5
)
年
巴
作
ら
れ
E
こ
の
建
物
也
、
昭
和

45( 1
 
9
7
0
)
年
ま
で
畏
く
市
立
図
書
館
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
E
。
そ
白
桂
、
惜
州
由
歪
樹
叡
育
巳
丈
き
怠
足
跡
を
揖
し

E
重
術
家
・
石
井
鶴
三
(1887-1973)田

作
畠
E
収
曲
る

韮
術
館
と
怠
り
、
現
在
は
児
童
回生
徒
由
薫
術
作
畠
由

尭
表
白
場
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
こ
こ
が
よ
回
由
美
樹
叡
育
由
つ
の
級
と

し
て
、
筋
れ
る
人
目
感
性
や
品
を
豊
力
E
す
る
、

そ
ん
呂
場
所
E
し
て
い
け
E
ら
・
」
と
語
る

橋
詰
さ
ん
。
石
井
鶴
三
田
活
躍
し
尼
崎
代
と

同
じ
時
を
過
ご
し
巨
木
造
由
建
物
は
、
こ
れ

廿
ら
も
自
由
在
感
柱
を
育
む
場
所
と
し
て
時

を
刻
み
続
け
ま
す
。



s月
お
日
側、

市
か
ら
「
う
え
だ
百
轟
士
蚕

員
会
」(会
長
。
西
海
文
量
さ
ん
)
へ
提
曹
に
対

す
る
回
答
を
し
ま
し
た
。
今
回
提
出
さ
れ
た
提

言
は
、
福
祉
・

景
観
・

環
境
な
ど
た
い
へ
ん
幅

広
い
視
点
で
捉
え
た
、
"
の
テ
l
マ
、

nの
項

目
に
及
ん
で
い
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
提
言
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
と
知
恵
や
意
見
を
出
し
合
い
、
共

に
考
え
、
よ
り
よ
い
方
法
で
市
政
に
反
映
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
.

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
市
民
と
行
政
が
目
的
を
共
有
し
、

連
鰐
・
協
働
を
図
り
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

い
き
い
き
い
き
隊

で
開
雄
し
、

交
戒
を
通
じ
て
、
生
き
が
い
活
動
や
健
康

づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
か
?

回
答
野
菜
や
草
花
を
栽
培
し
、
収
種
期
等
に

保
育
園
児
等
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
は
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
芯
が
り
、

併
せ
て
遊
体
島
地
や
市
民
贋
園
田
活
用
も

期
待
で
き
ま
す
。

収
種
時
の
保
育
園
児
と
の
交
流
を
考
え

る
と
、
保
育
園
近
く
の
遊
休
農
地
を
借
り

受
け
、
積
極
的
に
参
画
い
た
だ
け
る
高
齢

者
の
方
々
と
意
識
を
共
有
し
た
交
流
の
場

を
設
け
、
共
通
認
識
を
持
ち
立
が
ら
協
働

し
て
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
ま
す
。

立
お
、
遊
体
農
地
の
活
用
方
法
の
一
つ

と
し
て
、
市
民
贋
圃
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

市
民
農
園
は
、
市
が
所
有
者
か
ら
有
償
で

お
借
り
し
、
維
持
管
理
の
面
か
ら
利
用
者

に
一
定
の
ご
負
担
を
頂
い
て
い
ま
す
。

市
民
圃
周
囲
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
と
し

て
高
齢
者
の
方
に
も
ご
利
用
を
頂
い
て
い

ま
す
の
で
、
な
お
い
っ
そ
う
の
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

み
つ
け
隊

縄
雷
:
身
近
な
最
.
-
環
境
づ
〈
り
を
舞
踊
す

る
た
晶
、
「
市
民
農
.貧
』
を
制
定
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
ワ

回
答
現
在
上
田
市
で
は
、
市
景
観
量
例
に
基

づ
き
、
都
市
畢
観
貨
の
表
彰
を
行
っ
て
い

ま
す
。都
市
聖
観
賞
は
、
主
に
新
築
の
建
箆
物

σ 

や
工
作
物
等
、
畢
観
づ
く
り
に
貢
献
す
る

活
動
を
し
て
い
る
団
体
、
個
人
を
対
象
に

表
草
し
て
き
ま
し
た
が
、
ご
提
言
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
対
象
物
件
や
選
定
基
準
等
を

検
討
し
、
自
宅
敷
地
で
の
道
路
に
沿
っ
た

植
栽
等
、
個
人
で
努
力
し
て
い
る
人
を
対

象
に
、
且
車
観
形
成
の
奨
扇
普
亙
も
吉
め
、

部
門
別
表
彰
在
設
け
る
方
向
を
検
討
し
ま

す。

つ
き
あ
い
隊

E
E1
働
組
働
風
間
処

υ安
櫨
意
地
有
車
遷

き
る
雨
水
収
容
股
備
申
提
供
(補
助
)
が
で

き
ま
せ
ん
か
?

回
答
水
資
源
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
上
田
市

環
境
基
本
計
画
の
中
で
雨
水
の
地
下
連
透

や
、
温
水
等
の
保
室
、
雨
水
牢
ピ
の
有
効

利
用
に
つ
い
て
基
本
目
標
と
し
て
う
た
っ

て
い
ま
す
。
地
下
型
透
析
の
設
置
等
は
、

市
民
が
身
近
に
で
き
る
「
水
資
源
の
保
全

策
」
で
す
。
今
後
、
「
水
を
有
効
利
用
す
る
」

た
め
の
事
業
と
し
て
、
雨
水
利
用
設
備
に

対
す
る
補
助
制
度
の
導
入
に
向
け
て
検
討

を
し
ま
す
。

O 
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そ
だ
て
隊

創
劃
1
制
劇
創
劃
町
草
ι

也
子
首
相
違
吾
富
岡
℃
た

一

い
.
子
育
て
支
置
の
場
と
し
て
、
既
存
の

施
設
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
で
き
ま
せ

ん
か
ワ

回
答
既
存
の
施
設
や
空
吉
ス
ペ
ー
ス
を
利
用

し
て
、
子
育
て
中
町
親
子
が
気
軽
に
遊
べ

る
場
所
を
つ
く
る
こ
と
は
、
「
子
育
て
宣

擾
計
画
」
の
「
地
域
つ
ど
い
の
広
場
」
の
魅

充
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
り
、

自
主
的
に
大
星

・
神
科

・
東
塩
田
の
害
児

童
セ
ン
タ
ー
、
清
明
こ
ど
も
館
を
利
用
し

て
「
地
域
つ
ど
い
の
広
場
L

「
か
実
施
さ
れ
て

お
り
、
市
は
保
育
士
の
派
遣
な
ど
の
側
面

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
対
象
人
員
や
効
車
的
な
運
営
を

図
る
観
点
か
ら
、
小
学
校
区
単
位
を
目
安

に
「
地
域
つ
ど
い
の
広
場
」
在
実
施
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

(
全
て
の
提
言
と
回
答
は
、
市
の
ホ
l
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
)

問
合
せ

企
画
院

s
n
・5
1
1
2



移動図書館車「やまびこ号』巡回します/
各コースの時潤絡が少し霊更になっていますのでご注意ください。

アップルランド塩田居 室置君泉「吉さらの調」、上回しいのみ園室貨にステーションを開盤していますので、ご利用

ください。

[巡回期間]10月~来年3月 図書館 (H22・0880/園28・1118)
2-:1¥1_ 1 1.~2 3___L_ L__& 1__1 
遺 |ドw叩町0/1'10/22仙.1叫11町1ν川/
固 |い凶1阻2川 . 1バ川4• 214 .1いμl阻2凡川2.1川 . 2/6月 |いl町2/17刊 lν/21.2/18川11町U凶 1/23.2/2叩0.11町町24• 1/28 町仰3.112/2鉛:6.寸1/3初o• 3れ5.

日|ν3/1帥水雌削日 131机11阻金叫雌日 13/1仰I目7の水柑略日 13/1脚金曜日 |同3/2担4の水雌臼 13/2訓6の企雌日

駐

停

車

場

所

• 
時

間

①移動図書館車「やまびこ号Jはどなたでもご利用いただけます。エコ ルの利用者カ ドをお待ちください.
哩「やまびこ号」でも利用者カードの発行 再発行ができます。その際、身分証明(健康保険証・運転免許鉦等〉をお持ちください。

喧「やまびこ号」が新型車両になりました。車椅子の方もそのままご利用いただけます.

骨ご好僻をいただいておりました 『ジャスコ上回底』のステ シヲノは、鹿舗改築工事のためしばりく休止することになりました。

[3) 15.9.16 



-水道故障修理当番表 仁コ日摺・祝日等を表示

f 

t 

.問合せよ下水道局上水道眼(H23・5特4)
15.且16 [4] 



@平成15年度下半期・
水道故障修理当番眉

宿直い由水道が故障したり緊愈に修理が必要な窃舎は、右畢の水温故障修理当番

量の指定結水装置工・g聾者にご連曲ください.連施先は下車申通りです。昼間と
自曙・祝日・亜間等で電話番号が異なる唱吉がありますのでご違憲ください。

醐アサヒ奥

池田股

嗣岩覇股

よ野宮工

上野段備

大屋般備

醐川上商

帽川西股

E 宰興

北原盤備

醐工車商

開真由股

=需工業

胸水工控

膏原建股

嗣西武世

金社名|住所

72・3414 1 72・46461醐 111 流l輔が丘3-6-151 27・3540 1 27・3540

幻.5625 1 27・56251欄田丸王朝所|常磐揖ふ11-131 22・3412 1 38・8368

2・刑 123・3717 1開中央陸備工業|古里1946-271 22.2653 1 27・3277

24.3290 1 24・32901底亮工商庖欄|小粒1300 1 26・2550 1 22・5765

n・田辺 122・田22 1嗣ド ム管 工|豊富札00 1 72・0771 1 72・0771

36・4166

35・0217 詰出72;

!
 
;
 
!
 
:
 

辺

一
泊

幻!
 
:
 
;
 
:
 

四

一
お

お
;
 

-
l

4

 

-
5

9

 :
 

日

一
条

一
丘

分

一
之

一
一か

国

一
中

一
緑

ノ
醐
一
金
設

J

一
商

-
建

一
ス
村

一
幸

町

一
中

一
二

EH
一
醐

一
醐i
 
;
 
:
 
;
 
j
 :
 
:
 

j
 :
 
;
 
:
 
:
 
24・1797 1 24・1797 1日本ガス水道醐|天神4-26-7 27-4434 1 27.1571 

祖母956 1 36・7764 1本州曹工醐|董久保1543.41 35・1054 1 27・0777

担.24凹 1 38・N叩 |ミヤガミ建股醐|梶野241.7

P叩 I22・叩 |醐宮下組|踏入叫17

N・1256 1 24・1256 1ミヤジマ控研醐|下之蝿2柑

一日
2.5123 1 22・5307 1宮島股備醐|よ本蝿610-1 1 36・7474 1 36・7474

H・拍11 1 24・如 11欄宮林股帽|上本蝿田7・11 36・7177 1 38.4叩

23・4099 1 31・2田61帽長沢曹工|殿埴1015-2 23・3699 1 23・3699

27-6722 1 62.6珊 |山崎股備工業開|常磐織664-7 1 27・5556 1 73・2322

2・0302 1 22・0302 1欄山量工務庖|上回2560-101 27引明 1 26叫 63

記出法 lユ 設 備|常磐誠1448-1124・6593 1 24・6593

援アパートマンション.1園住宅・にお住まいのかた隠建物の.裏書にご組織〈ださL、.

~下水道を正しく使って上田市の河川をいつまでも美しく~
i 下水道は、私たちの笠置を快適にするとともに 河川や湖の ω微生物を設さないために : 

・環演を守る大切な施段です.この施般の槍能を十分に発輝する ・殺虫剤防臭剤IJ.Ja酸などは、汚水ゅの汚れを食べる水中の:
:ため、下水道を正しく上手に利用していきましょう.下水道の 微生物を殺してしまうので流さないでください。

r正しい維鰐管理」にご協力ください. (4)スムーズな緋水のために

:使用上の謹懲 ・宅地内のますを定期的に点倹し、こまめに清掃してくださし、

: (1) .詰まり防止のために ※ディスポザについて

-トイレットぺパ以外の紙、野東くず、油を流さないでく ディスポザを使用すると、細かく砕かれた生ごみが下

i ださい[冷えると固まり齢ります). 岨に入るので、下水道管が臨まったり、憲奥が発生する原

: (2)婦発防止のために 因になります.また、処理喝の適正珍緩符管理にも主陣がで

:・ ガソリン、エンジンオイル、撞料本どの期発泡を斑さ泳いで るため‘使用を原則猿止しています.ご，主憲ください.

i ください. 圃問合せ上下水道局曾家標""・82唱

[ 5] 1五且16
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INFORMATION傍帯ラ之だUEDA

家庭介護者慰労金の支給について
市では、自宅で高齢者自介護をしている方をねぎらうために、家庭介護者慰労金を支給しています。次の条

件に該当する方は、 10月6日但)までに、地区の民生児童委貝さんを通じて申請してください。なお、長野県か

らの支給は昨年度で廃止となっています。

.要介護者の状態 | 宣桔童額
要介護3・4・5の方か、 要介護 1• 2の方のうち、重度

の痴呆のため、日常生活で常時介護を必要とする方

周介護期間 平成14年11月 1日力、ら平成15年10月31固まで |年額14万円

の 年閣のうち、在宅で6か月以上過ζされている方

.介護者の条件

対象者

所帯税非課税世宇野か生活躍謹法によ
る被揮聾世需のうち、介護者力、65歳
以上の方カ心身障審者で市長が特に
認める方

要介護者と同居して介護をされている方

.問合せ 高齢者介護課 "23・5131

年額10万円 |介護者が前配以外の方

10月I.tr国民健康保険被保険者征(国保の保険医)Jの更新時期です。
お手元の保険涯をもう一度確認してください。

現在の国民健康保険の保険証は9月30日ωで有効期限が切れ 10月 1日嗣から新しい保険証に更新されます。
新しい保険証は9月22日以降に 1世帯 1枚(同一世帯に一般被保険者と退職被保険者がいる場合は2枝)世帯主

宛に郵送します。

般の保険証は薯緑色、退職の保険証はオレンジ色です。現在の

保険証は、皆さんが彊任をもって処分してください。

・保険証は大切に/

受診の際は必ず医療機関へお持ちくだきい。

.手元にしっかり保管しましょう。

-他人に貸し借りはできません。

.医療費の財源は国民健康保険税(国保税)です

7月から国保税の納入が始まりました。国保の財肢を健全に運営で

ぎるよう、完納にご協力ください。国保税を滞納すると保検証を返していただくことがあります。その場合、

「資格証明書」が交付され、医療費在全額自己負担でお支払いただくことに在ります。

.問合せ国保年金課 宮23・5118

|一各種相談会のご案内~ 毎月行っている相談についてはP.131こ掲載しています。 !
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冨膏東有百吾王韮
事務局
0026.234.0170) 

働きすぎていま世んかあなたのからだ

10Fl19日回
坦畳こ盗堕

聞労災年金福祉箇会では厚生労働省の委
長を聖けて、仕事の疲れやストレスからくる
健康のこと、精神的な悩み、過労死等の労民
保険での取り扱いなどの相談に応じています。
秘密l手厳守され相鮫i手無料です。
・問合せ 闘労災年金福祉協会長野労~年金

相談室00120'603・114

| 市民プラザゅう E 
「第~回総合作品展」

市民プラザ・ゅうの育成グル プ恒例の作品展を凋催します。
.属示 10月4日出10:00-17凹、 5日間10:00-15:00
・茶 席 10月5日冊10:00-14凹(表千家、多加料500円)
.問合せ 市民プラザ・ゅう 包 27・29闇 15.且16 [6) 
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九一一
再開発ビルの名称決定/
『上園駅前ピJ~ JtL1J"J 
(市街地盤備線 上園駅周辺畳備現地車務所

曾23・3432)
先ごろ募集した上田駅お城口再開発ピル第

1-1街区ピル白名称について、このほど2回

白名称選考委員会を開催した結果、 「上田駅 園

前ピルパレオ」に決まりました。

「パレオ」は、 「宮殿」を意味するフランス語

「パレ(palais)Jと、 「憩いの場」という意味の
「オアンス」白「オ」を合わせた造語で、 4階の

上回情報ライブラリー等が、市民自憩えるオ

アシスとなる願いも込め、上回駅前にある憩いの宮殿という意味で、「上田駅前ピル ノマレオJと命名しました。
選考の過程では「誰でもわかりやすい、 上田駅前ピルやお城日ピル等白名称が良い」との宜見や、「若者等に親

しまれる新しいピルにふさわしいカタカナ名が良い」との意見等が出され、慎重に審議した結果決定されたも

のです。

上田市内外田851人目方から、 1.13日件の応募がありました。たくさん白ご応募ありがとうございました。

採用された名称に応募された方は次のとおりです。

・『上田駅前ビJレ」工藤昌子さん (秋和)

・「パレオ」小寺光雄さん (北海道札幌市)

|盟
市民の皆さんに任意合併協曙会での検酎結果や新市の将来像などについてお知らせし、

脅さんのご意見をお問いするため、下記のとおり市民懇談会を閥惜します。なお、日程表

の対象自拍会は目安です。都合の良い時に最寄りの会場へお気軽にお越しくださL、。

※懇談会の全日程については、 9月1日号の広報うえだに掲載しています。10月8日以降

の日程については、 10月l号の広報うえだで改めてお知らせします。

.時間 午後7時-9時

圃その他 懇般会には、今風広報うえだに併せてお配りした市民懇殴主用量料をE持ち
ください。

「秋の全国交通安全運動の実施」
圃期間 9月21日間-9月30日出 10日間
・目的 交通安全意識の高掴を図るとともに、主通ルールの遭守と空通マナ の向上を呼びかけ、空通事誼を防止する。

圃スローガン r&射材亜逼のあなたが光ってる」
圃重点 高齢者の空通事誼防止 ・シートベルト着用の融E ・畢走族追放買運の醸成

を一力一

す
協
一

で
ご
一

役
に
一

主
査
一j
 

力
説
-

』

H
F
4
1
-;
 

の
統
一

F

」
挙
実
一
-;
 

な
輪
一

あ
車
一動一自

-

固では、車を利用した人や物の動さなどを怨鍾し、主遇政策等の基礎資
料となる餌査を実施しています。網査対象に選ばれた方には2回の闇査を
お願いすることとなりますが、その際はご協力をお願いいたします。
国土主通省北陸信越運輸局長野還俗宣局[71 1丘9.16
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叩
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"

.
定
員
先
着
町
人

"

タ
オ
ル
、
弁
当
、
コ
ッ
プ
、
ナ
夕
、

-
受
醐
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叩
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カラージ2
・1・アメリカで飽.....・ 各・・できを翠...眠模型E
.筆陣 g~5~r予問題ぞう即.
Jべ司0'にも・舗『、、の，.a適 こころ』をテー
マに、夫人同町悼で粛しめる闘抗措摘で
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上
田
市
の
左
好
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ど
を
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。
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光
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[ 8) 1互且16

.10月の粗末ごみ回収目
10月18自国…クリーンセンター駐車楊
回収姥聞M午前10防~正午.処理費用{実費)がかかります.
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快

適

な

通

2
3に一

一
一間

一謝
申
創
画

一
珊
間

"
一
無
許
可
工
作
物
撤
去
の
お
願
い

一

叩
け
い
れ
は
い
刊
行
口
町
山
町
内
…
両
国
時

盟

閣

記

院

院

E
E
E
E

ま
す
。

一
一抗
原

一湘
一

-RF一
『

「

固

E園
田

EE----

一
，咽

一分
町
分
薗

一
回
岬

-
F
h
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
B
E
E

-
対
量

よ
小
地
埴
在
住
の
肢
体

・
揖

二
川
軒

一般
書
抽
匡

一
郎
刊

一

宅
地
と
遭
箇
の
聞
に
水
面
が
あ
る
場

一
HUz
--
住
宅
7
一
早川
W

覚
に
障
害
を
お
持
ち
の
方

一
一J

一
-H
同
一一

司

{

"
合
に
、
市
の
許
可
を
槽
な
い
で
出
入
り

集
段

圃
定
員

叩
人
程
度

目

現
戸

H

用
の
盤
桓
や
ふ
た
(
グ
レ
l
チ
ン
グ
・

土臆
面積

岬
肝
柵

開柵謎一

-ユ
l
リ
ッ
ト
等
)
が
世
置
さ
れ
て
い
る

箇
所
を
見
か
け
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
道
路
ょ
に
臨
蓋
を
生
じ

さ
せ
た
り
、
哩
竹
の
陣
、
ふ
た
が
跳
ね

主
か
る
な
ど
事
植
を
引
き
起
こ
す
大
き

な
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

道
路
脇
に
水
路
を
位
置
し
た
り
水
路

に
ふ
た
を
か
け
る
な
ど
の
行
為
は
、
道

路
由
形
状
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

市
町
許
可
が
必
要
で
す
。

現
在
、
情
許
可
で
位
置
さ
れ
て
い
る

方
は
、
今
碓
の
問
捕
に
つ
い
て
管
理
醒

に
ご
相
酷
く
だ
さ
い
.

大
里
高
濁
ベ
ッ
ト
火
葬
炉
で
火
葬
し

た
ペ
ッ
ト
、

E
よ
び
上
目
標
檀
所
で
取

り
扱
っ
た
犬

・
描
の
慰
霊
草
を
骨
い
ま

す。-
と
き

9
月
四
日
醐
午
碓
4
時
S

E
と
こ
ろ

大
里
斎
場
ベ
ッ
ト
胆
量
碑
前

上
田
市
指
定
金
融
槽
聞
の
醐
八
十
二

韻
行
常
国
主
庖
は
、
平
成
百
年
9
月
8

日
付
け
で
松
尾
町
支
庖
と
の
庖
輔
統
合

に
よ
り
廃
止
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

叩
月
1
日
5
引
日
の
聞
に
犬
描
の

不
旺
去
掛
手
帽
を
受
け
る
と
、
そ
の
圃

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
助
成
闇
散

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
群
し
く
は

お
近
く
の
醐
医
さ
ん
に
ご
相
世
く
だ
さ

、。L 

-
と
き

叩
月
5
日
田

・
と
こ
ろ

合
同
庁
舎
正
面
宝
間
前

(
午
前
9
時
5
叩
時
)

塩
田
支
所
(
午
前
叩
時
四
分
S
H時
)

・
対
象

著
の
集
合
注
射
以
降
に
生
ま

れ
た
生
撞
引
日
以
上
の
犬
(
室
内
犬

も
含
む
)
か
、
ま
た
は
、
平
成
百
年

直
狂
犬
病
予
肪
注
射
来
実
施
の
犬

-
料
金

新
調
量
揖

6
2
2
0
円

世

腕

3
2
2
0円

.
そ
の
他
闘
い
弐
か
死
ん
だ
り
、
犬
の
所
在

地
や
闘
い
主
の
昔
前
・
壊
が
変
わ
っ

た
場
合
に
は
、
忘
れ
ず
に
生
活
環
境

臨
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
(
死

亡
の
と
き
は
量
札
も
持
書
を
1

10月4回世 ツルヤ大圏底マツヤ上回直011酉)
10月11目出西友秋和庖.西友三好町臣、 Aコープコア塩困庖
10月18日出マツヤ上田インタ居、やおふく上堀居
1O!l25日出やおふ〈上繍腐、しおだ野ショッピングセンター

園ウィークエンドリサイクル10月の日程
固収時間協午前10略~正午{時間厳守l.
1[鹿の百ん、缶、古紙、古布が幽せます.1丘9.16[9] 
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な
お
、
自
作
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
つ
い

…
て
は
、
従
来
ど
お
り
自
ら
廃
棄
物
担
理

…
輯
者
に
処
理
を
値
頼
す
る
な
ど
適
正
に

…
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
聾
積
所
に

地
時
週
唖
化
防
止

・
大
質
汚
染
問
止
…
は
出
せ
ま
せ
ん
の
で
ご
孟
憲
く
だ
さ
い
。

の
た
め
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ

…
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
芸
賢
三
童
話

R
ど
ち

壱
心
が
け
ま
し
ょ
-
っ
。

4
1
1
1
1
a
1

O
自
動
眠
亮
揖
や
庖
で
の
圃
物
、
郵
恒

輔
の
控
函
、
荷
物
の
摘
み
障
ろ
し
を

す
る
間
帯
、
車
を
離
れ
る
と
き
は
、

エ
ン
ジ
ン
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

O
運
転
者
の
体
思
中
や
、
人
待
ち
害

持
ち
の
た
め
の
停
車
中
の
ア
イ
ド
リ

ン
グ
も
、
犠
所
や
貴
信
な
ど
の
最
件

を
考
J

え
な
が
ら
、
な
る
べ
く
や
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
一
。

O
適
正
な
エ
ア
コ
ン
の
値
用
、
短
め
の

暖
棉
運
転
に
U
が
け
ま
し
ょ
う
。

O
車
を
駐
車
す
る
陣
、
駐
車
ス
ペ
i
ス

の
碓
方
に
生
雇
や
花
壇
民
軍
な
ど

が
あ
る
所
で
は
、
車
の
先
聞
か
ら
駐

車
し
ま
し
ょ
う
。

マ
あ
ま

e
v

べ
ピ
便
座
マ
ふ
た
付
き
バ
ケ
ツ
A

お

む
つ
用
)
マ
ワ
ー
プ
ロ
〔
文
Z
E
ミ
ニ
)

マ
旋
溜
機
(
二
帽
弐

・
全
自
動
V

マ
カ
ラ

オ
ケ
セ
ッ
ト
〈
8
ト
ラ
V

マ
冷
麗
庫
〈
2

ド
ア
V

マ
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
(
割
陽
市
ガ
ス
隅
)

マ
恩
E
が
ま
(
都
市
ガ
ス
用
V

V
パ
イ

プ
ヘ
ッ
ド
マ
介
鎗
用
ヘ
ッ
ド
マ
ソ
フ
ァ
ー

ベ
ッ
ド
マ
幽
子
宮
机
{
ス
チ
ー
ル
凪
)
マ

洋
鰻
だ
ん
す
(
木
製
V

マ
'ea(ス
チ

ル
製
》
マ
テ
レ
ビ
台
マ
ル
l
ム
ラ
ン

ナ
ー
マ
・
・
畠
奥
マ
芝
刈
り
・
(
・

働
)
マ
植
木
働
時
マ
手
縛
し
車
マ
漬

物
桶
マ
車
い
す
マ
世
界
名
薗
金
簸
百

週
マ
申
事
鍋
《
3
点
セ
ッ
ト
v

マ
イ
ン

テ
リ
ア
霊
〈
日
日
・
v

マ
エ
レ
ク
ト
l
ン

号ジタIL7ォトt!ミナー開催
10月18日出から11月14日樹まで、 CG作家団体ディジタル・イメ ジの作家による展覧会を行います。今年

のテーマは『デジタルフ才卜」です。これに併せてセミナー開催します。

Oディジタル・イメージ特別デジタルフォトセミナー oディジタルイメージ特別デジタルフ才トセミナー3
rデジタル眼レフカメラで姐膨をしようJ rフ才トショップ鴎座J
デジタル限レフカメラで鑓影します.デジタルカメラの特 Photoshopを使ってデンタルカメラで煩った写真を加工。

牲について、また、上手な撮影方法などブロの写真家が指場し ヤーやフィルターを使って楽しい写真に仕上げます.

ます. 使用ソフト Photoshop 1.0(糊 ndOW5版)
使用カメラキャノンEQS10D ・とき 10月5日田午後1時30分-5時
・とき 10月4日出午後1時四分-5時 ・定員 20人 ・料金 2.500円
・定員 20人 .料金 2.500円 *フォトセミナ 2と3で、自分のデジタルカメラの写真を使

いたい方はデ タをお持ちく疋さい.

対応力一ド コンパクトフラッシュ、マイクロドライブ、スマー

トメディア、 SDカード、マルチメディアカード、
メモリ スティック‘メモリ スティックDUO、

CD-R (パケットライト方式、 CD-RWIま不可)

上図市マルチメディア情報センター

写真家、ディジタルイメ ジ会員松本明彦さん

キャノン聞、キャノン販売朝、レキサーメディア醐

レイ

今
年
叩
月
か
ら
、
軍
庭
か
ら
出
さ
れ

る
佳
用
摘
み
パ
ソ
コ
ン
の
回
収
・
リ
サ

イ
ク
ル
が
拍
ま
り
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
製

の
パ
ソ
コ
ン
が
不
喜
に
な
っ
た
v
b、
メ

カ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
メ
ー
カ
ー
ま
た
は
購
入
し
た
小

売
后
に
問
合
せ
い
た
だ
き
、
留
市
に
従
っ

て
処
八
押
し
て
く
だ
さ
い
。

車
マ
チ
ャ
イ
ル
ド
ン
1
ト
菌
室
児
哩

マ
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
マ
子
ど
も
騒
〔
随

側
・
男
乎
)
マ
子
ど
も

mベ
ッ
ド
マ

布
お
む
つ
・
お
む
つ
カ
バ
ー
マ
ベ
ビ
ー

カ
ー
(
B型
)
マ
ペ
ビ
l
ベ
ッ
ド
マ
ベ

ビ
ー
カ
マ
ベ
ビ
l
サ
ー
ク
ル
マ
ワ

プ
ロ

2
A
ラ
l
漉
.
)
マ

---nこた
つ

(
正
方
形
V

V
炊
飯
醤

(
5含
炊
き
v

マ

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
(れ型
V

マ
家
実
関
こ
た

つ
マ
自
飯
事
(
子
ど
も
周
V

V
原付げハ

イ
ク
マ
一
-
一槍
E

V
茶
だ
ん
す
マ
E

・
A
6
人
周
〉
マ
紛
湿
樋
マ
豆
ト
ラ

マ
-
動
ミ
ン
ン
マ
ピ
ア
ノr 

所

跡

力

-m悩

••• 
Oディジタル ・イメージ特別デジタルフォトセミナー2
「フ才トレタッチ調座J
デジタルカメラで煩った写真をパソコンを使って縛正するコツ

を教えます。

使用ソフト Phot偶同p7.Q(糊吋ows版)

・とき 10月5日田午前g時30分-11時30分
・定員 20人 ・科会 1，5凹円

L 

| ・申込み・問合せ上田市マルチメディア情報センタ 醐・ 1000

| 平成iI!I年度社会福祉・医療事業団助成事業のご案内 E 

(3 )陣書者スポーツ宜復基金
①陽書者スポ ツの育成 ・強化事業に関
すること
o陣書者スポ ツに対する意鎗高揚に関
すること
骨地織におけるスポーツを通じた嫁書者
の社会鯵加の推進に聞すること

15，且16[ 10 l 

包026・2閣・1鎚2.船26・'"・01羽-泊0-的"畏野市若里1510-'

10月6日聞は館内鍋観点倹のため終日休館となります.

助成蝿・t_告{基金剛の瞳集テーマ)
(1)高齢者・陣容者緬祉基金 (2)子育て宜鍾基金
①地繊の福祉 ・介寝のネットワ クの形 岳地域や家庭における子育て支援事業に
成に関すること 関すること
o緊急に充実を因る必要のある高齢者、 o青少年の非行防止 ・健全育成事業に関
陣智者在宅福祉の繍進に聞すること すること
<3l高働者、陣膏者の社会穆加の促進に関 骨子育てや非行児量等に関する広報啓発
すること 活動に測すること
申民間非営利団体等による地織の福祉 @小・中学生や小 中学生のいる家庭に
介11活動に関すること 対する宣療事業に関すること

・助成額 2∞万円(上煩) ・・5集湖周 叩月31日まで
.111合せ 畏野県社会福祉凶・会内!I野県'"ラJティア活動観測センター

-ii1::f!urt4in"it'm…ぉ羽田温
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事官102面画百円聖13E空間警長哲吉事EtEl日
無は月曜量孟書面・毛irの日 示こ 中脅つ変に謹兵につ浦
、かは幽園今lZ他国)脱ろは た遥もを￥掴た豆
に市ら 小 ・・調壬|界一午明 無間雪吾璽撮の牢渡肩
な内果 占 屡圃宇|に展碓金型!'Is催真墜璽つ壮主宰語
りの年妄 Eヨ司 主|干示 1 塑 中も子生た行尋聖ド
ま小 3ZEE週明|ぷ解時 9曲 iあが脅も会量員古
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入週~・・・・王引 0物 10 ~ 、由民 、五村局
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ヲ2?害長552i古属官通立長32与bg皇室長RE55
オンi"調 高拙聖す跡市面目蚕卜引入す 11アと。、 14体で署他 事 il 
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"5 合空レ号てレで正圭 理由名で 172り u ス畠空二鴇 E午長(。歩'"、くの
う とそ哩jン I ン台 ;Z山 主にの EMS孟 聞寺、、茜草前ヤ車 いうごた楽

言写軒高gg????ErzziT主21警告重量 i E言3与
躍 lでイ 雨ィ足九ラ せ o迎宅 i宵い匂のす 分 蓄 のイまメ睦

・・・・え相卜立ンノ「一一寸τごゴス 圃 ・

習民詰霊E54入ととて停ル章常園調写ら市の字望生樹許
可?Li君弓討璽EE!語圏淵FiiE持?tiE去三
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塁質蚕主主由1喜守刊は1闘引宅雪村喜堅持21往
生中楽唇器 只 時 果広リにのる・・. YI じ日た さ代名.，と月
涯央器活庵 当 聞 がげニ飛ジピ・・・ u ゆ出芭 を表前「よ 3
学公小 日 置 貝るス U ヤア-一一ニノ うか気 E 者」希り臼

・ ・・すと料輯料障に別し

害5522金持。詩;E自85言葉
な 情 531 時間 岳し簡 f璽量る倍貝人
り水料法 8-30 1君、型僧料神1需で々
ま曜で隻 0睦分開 聞よな丘、社吹きは
す日す Y 円 2 S催 の田ど明雨や弱ま山

。視)?JJ;iZT 孟議員t告書挙主高
日 甲・同 5 11 を地重住行の益。聖

皇 室章一時号 界z雪量書主主音量
日 ト生桂 日 し中土界連財凶の所
は高田 伺)ま'L'、量『量、々特と

特
別
展
「
上
田
・
小
県

地
方
の
山
岳
信
仰
」
開
催

地綾子育て宜綬センタ では、在宅児とその保直奮を対象に、同年齢のお友達といろいろな遊びを楽しみ 子育て中
のお母さん周士が主流することがでさる 開放保育"と“わん 1く広場"を実施しています(詳細は10月18号に掲載)0
t・聞政保育(要予約): 10月4日出 南部保育園運動会に種参加しよう ・問合せ南綴保育園"26・30961丘且16]
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地元学のすすめ「うえだの底力の発見J
私たちをとりまく社会が大きくかわりつつあります。

今回の謂座!手、市民スタッフの皆吉んに学習内容等を考えて

いただきました。

私たちのまちのいろいろ主人から「むかし・いま・あした」

のお話をお聞きし、""の世代に何を残せるかを皆吉んで考えて
みませんか?

.日程・学習向容下表のとおり

.ところ 中央公民館第一会暗室・担聴噛室・料理実習室他

圃定員すべて公開講座

・畳購料 1回1日0円(保障料材料費等は重量歯収)
・申込み 9月22日聞から中央公民館へ。電話での申し込みも

出来ます(平自の午前9時~午碓5時まで)。当白書加も可
能ですカ¥量料・会場準備のため事前に事務局へ連絡して

ください。

・その他 10月18目、 11月1日は現地研修があります。 12月6
日は調理実習があります

・問合せ中央公民館内実行量員会事務局(官22・076ω

史
跡
め
ぐ
り
「
南
佐
久

相
木
方
面
」
参
加
者
募
集

-
と
き
叩
月
5
日
間
午
前
7
時
四
分
夜
間
、
学
校
体
育
揖
の
利
用
を
希
望

上
田
駅
温
泉
口
出
尭
す
る
団
体
の
登
輝
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
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先
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木
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瞳
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す
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、

9
月
四
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ま
で
に
体
育
醒
へ
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な
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な
お
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詳
細
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て
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だ
さ
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(
郵
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で
も
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変
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に
な
る
場
合
が
あ
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ま
す
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す
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と
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す
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必
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は
あ
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ま
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・
そ
の
他
畳
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を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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ん
。
後
期
の
学
校
体
育
施
設
の
開
祖
は

H
月
1
日
出
か
ら
行
い
ま
す
。

-
と
き
円
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9
日
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こ
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事
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体
育
誼
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醜
桂
方
法
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子
9
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制

圃
チ
l
ム
編
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フ
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と
し
中
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生
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以
上
の
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子
選
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口
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叩
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書
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添
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用
ポ
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、
書
加
チ
ー

ム
で
1
個
持
書
し
て
く
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さ
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お
も
し
ろ
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後
期
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参
加
者
募
集
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き
叩
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毎
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1
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(
都
古
に
よ
り
開
催
さ
れ

な
い
日
あ
り
)
午
桂
7
時
5
9
時

-
と
こ
ろ
自
耕
運
劃
公
園
体
育
誼

国
内
容
睦
ス
ポ
ー
ツ
(
ふ
わ
っ
と
テ

ニ
ス
、
キ
ン
ポ
ル
な
ど
)

-
対
量
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

-
書
加
料

1
0
0
0円
(
揮
瞳
料
含
む
)

圃
申
込
み
体
育
醒
へ
。
ま
た
各
国
と

も
当
日
会
場
で
申
込
み
の
受
付
を
し

ま
す
が
、
会
場
受
付
の
場
合
初
回
は

保
障
の
対
車
に
な
り
ま
せ
ん
。

{ 

いわゆる「出会い系サイト』が法律で鰻制さ
れました/

中学生や高校生なピ18盟来溝田児童も法を守ら牢げ
れば罰則の対聖者になります。

また、保護者司皆さんも子どもへの「出会い某サイ

ト利用防止措置の置在」が規定されました。

・中学生や高校生など18謹来高の児童によるインター
ネット異性紹介事業の利用防止

・犯罪であり処罰の対量と牢る不正額引の禁止

・児童が佳用するパソコンや裡帯電話にフィルタリン

グ・システムの段定

-子どもが「犯罪白被害者」や「犯罪を犯すこと」になら

Zまいために、親子で「パソコン・捜帯電話の僅い方」
やJ出会い果サイトの危険性」などについて話し合っ
てみましょうグ

.何人もインタ ネット異性紹介事業(いわゆる「出会

い系サイトJ)を利用して児童(18歳未溝申書)を対車

とするZ止のような行為r.犯罪になり、 100万円以下
の罰金が科せられます。

性主等の相手方と主主るように属引することの違圧倒

〈例)1女子高校生で世とHしてくれる人いませんか」
(26歳会社員)

「私とHしてくれる人いませんかJ(16歳高校生)
対慣を示して空揮の相手方と在るように誘引するこ

との違匠例

〈例)1女子中学生で、￥00で僕と会ってくれる人い
ませんかJ(拍車会社員)

「お小遣いくれれば古某しでもいいよJ(14車中学
生)

閉会せ長野県猪少年対策本部(宮'026・235・7130)
(長野県・長野県教育量員会・畳野県聾察窓都)
上田市教育壷員会生韮学習錬青少年係(包23・5104)

1丘9.16[12] 

-阻名 「真実ー路」 ・放送局長野歓送
・日時 9月29日-(月~盆) 午後1時30分
・出演高岡早紀加鋳大周大滞楕字ほか
・担E影窃所 置油久保織とその付近海野宿ほか

| 上田口ケ作品放映のお知らせ I 
信州上回フィルムコミッション |目



回月の相談

10月24日掛
13:30.......15:30 

10月9日開
13:00-16:00 

ひきこもり相磁

こころの相級
10月22目刷
9:30-11:30 

10月22日刷
13:10-17叩

『輔ほう」の相級

生活環焼楳
("直通23・5120)

市
役
所
包

2

・4
1
0
0

健康推進課
(包直通23・8244)

高齢靖介護課
(ft直通23・5140)

介圃なんでも絡際

行政綱敵

心E ごと相続

10月13日間
10:00-15:00 

毎週月~金躍日
9:00-1日0
.内回'̂【u、

児宣棺畿 毎週土壇日
13:30-15:30 

結舗網敵

毎週ホ..日
10:00""15:0C 

10月11自国
10:00"-'12:00 

保険・隼金網陵

情a資・経曾改11
特別網敵

高齢者聴難栂敏

女性溢律相級
〈夏予約〉

10月23日開
10:00-12:00 

毎週月~金曜日
9 :00-21:00 

女性総合綱駁

女役韓合絹敵
，.笹繍陵員〉
(土・B，"事予約}

[13J 15.且16

母袋市長が市政に対する

皆さんのご意見を直筆お聴

きし、「生活者起点」の市政

運営の霊参考にさせていただ

く「市民と市長の日」を開

催します。多加を希望され

る方はお申し込みくださし、。

.と き 10月30日同午前川崎~正午

.ところ市長室(市役所本庁舎3階)
・対象市内在住か夜勤の方(グループでも可)

."集人数 5人(総)

.懇談時間 1人〈総〉につき20分程度
・申込みはがき・ FAX'Eメ ルのいずれかに必要事項を記
入し、 10月9日欄まで[必着]に申し込んでください。
・配入車項 ①住所骨氏名~年鈴也職業@電話番号骨慨したい
内容(市政に関すること)を記入してくださL、なお、グルー
プでの申込みの場合は、Ii:加人数と代表者の住所 ・氏名江ど
を記入してください。

・岡阿込晶
「はがきj--".担8田01上回市役所総省線内「市民と市長の日J係
rFAXJ個 23'5111よ関市役所秘書課内「市民と市長の日」係
rEメール」 アドレス hishoka.②'city. ueda.nagano.jp 

(件名を「市民と市長の日申込み」としてください)
・その他 応募者多数の場合は、納濯をさせていただく場合が
あります。開催日の 週間ほど前に、申込みの結果を全r!の
方にお知らせします。
.問合せ秘書課(ft22・41叫国1112)

広報うえだに対するご意見・ご要望は、槌・E票広報担当('-386・師01上因子巨大手 1-11-16 
またはEメール koho@citv.ueda.nagano.jp)へお寄せください.

社会福祉協磁会
(tt27・8080)

社会福祉協鰻会
(包22・3082)

上回商工会援所
(1122・4500)

市民プラザ・ゅう
(包27・2988)

市民プラザ・ゅう
(tr27・3123)

納期限'月初日四国
・国民健康保険税 3湖

便利で確実な口座接替のご利用を

E.ぷ;42JJ42JJJJ:土ιr
E
 
-〆、
す
閉
ま
利

'
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』

殴
ひ
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ぜ
sw.

、

ロ
は
窓
方
固
い
休

怠
.
れ
闇
ら
夜
来
の
に
め
駁
た
絹

の

や
付
付
酬
山
市
問
、昼
憾
の
・

で
固
い

市
平
さ

-間食せ収現隠密担・6117

一市民お気軽集会-

ror元気芭..か?市長官官tJ
市畳が日ごろ考えているf生活者 吋 -.¥.品
起点」の事政温瞥についてお置をし 可

ながら皆さんと自由に届り合う 泊、

ra;元気ですか?甫畳ですJを開催冨e相自供
しています。 川

日程1;;下包のとおりで、どなた

でも穆舗できます。

・閥会せ秘書課
(D22'410咽圏1116)

， 10.月2日同19凹~ 大手町会館
• 10月3田園19凹~ 下之条公民館
• 10月8日開19凹~ 川辺・畢園地区防災センター
・ 10月 7 日出19 回~置村環境~薗センター働新制)
・10月9日同19冊~ 申村自治書館

。

〆
a 

ι 
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H E A L T H 

保健ガイド
健康推進課(印刷) 目

15歳~24歳の方ヘ、
風しんの予防接種はお済みですか?
~受付は9月22日目)まで/早めにお申し込みを11-

風しんま 妊従属中の女性がかかると胎児こも感染し、白円陣・

心疾患・難聴といった陣容をもったお子さんが生まれる可能性

があります。これまでに風しんの予防鑓種を畳けていない方は

この機会にぜひお畳けください。

・対象者{①から@に咳当する方)

①昭和54年4月2日から昭和田空手10月1日までに生まれた万

骨風しんの予防接種を受けたことがない方

@上白市に住畏登録がある方

※ただし、風しんにかかったことがある方や、風しんワクチ

ンの成分が入っているMMRワクチンを後種した方降、予防
後種の必要1<1あリません。

※芯お、進学 就職等で住民療を市外に移された方は、住所

地，o市町村保健センタ 芯どへお問合せください。
.実施期間 9月3c日刷まで(受付1<19月22日開まで)

・亜11方

①電話または直後健康縫進課窓口ヘ申し込んでください。

骨後目、畳診に必要な・煩を送付します。

@送付された.額に101蔵されている垂筏匡療機関で畳診してく

ださい0・2長種料金 無料
.達意事項妊娠中の方は後種でさまでん.女性の方は、鐘種

後2か月聞は避妊する必要があります。

・閉会せ 健康推茸際ヘ

G U D E 

乳房検診を受けましょう
市では、 8月から11月にかけて、市民で今年度30歳以上の女性

を対象に、乳房の集団倹診を行っています.すでに@し込まれ

た方には事前にご案内のはがきをお送りします。また時四し込

まれていない方でも、当日会初で検診を畳げられます。この機

会にぜひお畳げください。なお、しこり・乳頭からの分泌物(特

に血液)・皮腐のくぼみやひさつれなど気に怠る症状のある方は、

直緩医療機関〔外科)に症状を伝えながら受S参されることをおす
すめします。

.とき・ところ 下表のとおり

・畳付略問 午後 1 時~2 時

・後査内容 医師による筏触診

超音渡樋影(医師の執舗により必要な方のみ)

・受惨科目。円(超音波撮影者じま300円追加)

・腿装 検を会の都合よ、上半身は脱ぎやすい服装でネックレス

等はつけずにお出かけください。また、必要な方はパスタオル

等をお待ちください

10月B日同 神川地区公民館 11月20日間

10月27日開) 11月21日圃 上回.1造固

10月28日凶

1日月30日間 酉都公民館

11月12日嗣 よ野が丘公民館 中央企毘圏

11月13日同 よ野が丘公民館

-問合せ 鍾康推進課ヘ

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. 

10月の乳幼児健康診査・教室 E 
1>聖付時間

①乳幼児健康診査午後 1 時~1 時

45分

@2 峨児教輩午後 1 時~1 時15分

※①、骨とも午後o時30分以前の畳
付はできません。

1>待ち物

())乳幼児健康診査母子健康手帳、

健康診査車(赤ちゃん手帳の中に

ありますので記入してお持ちくだ

さい。3歳児は自宅で視力聴力

検査を実施して、結果を記入して

ください)、パスタオル、おむつ、

歯プラソ(J歳6か月児)0 3歳児

は、尿検査の容器をお送りします

ので、お持ちください。

@2t.1i児教室母子健康手帳、おた

ずね用紙、歯プラシ、コップ、お

-保健官ンター(市役所爾序・2階}

4か月

1揖6か月

3 歳

2蔵児教室

{泡園・JII酉鎗Eの方のみ)
1 4か月 10月21日 15. 5 .16~ 6 .15 

・111酉社会掴祉セン9ー{泡園・JII酉槍Eの方のみ)
目 2蹟鬼輔自I!1 10月7日 J 13.7.1~8.31 
3歳 10月四日 1 12 . 8 .1 ~9.30 

※温図川商地唱の1観8か月見健1<，謀、11月に付います.

や叶t暁E、おやつ閣はし・フォ ・個別叩か月児健惨(市肉の聾託医穣繊聞}

クなどとお肌 l個別叩か月 110月1日-31日 1 14.11.16-12.15 1 

• • . . . . 

b間合管 健康弛進線(t!23・8244) ※対象者には個別に通知します。鮮しくは、健康推進課ハ。 :

• ・・・・・・・・・・・・・2・・・・・・・・・・・・・ E・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..・・........ 

1丘訊16[14) 
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上回揖について脱明を聞く出右中由皆さんー、‘一

姉妹都市・兵庫県出石町の
中学生が上岡市ヘ

8
月
初
日
側
、
上
田
市
の
姉
昧
都
市
、

しい

す

L

兵
庫
県
出
石
町

・
出
石
巾
・学
校
の
生
徒

が、

2
泊

3
日
の
日
程
で
上
田
市
を
訪

れ
ま
し
た
。
こ
の
交
流
は
平
成
8
年
に

始
ま
り
、
今
回
で
8
回
目
と
な
り
ま
す
。

初
日
は
、

ニ
中
で
歓
迎
会
を
行
い
、

出
石
中
の
生
徒
に
よ
り
出
石
中
の
紹
介

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
午
前
中
に
二
中
の
紹
介

と
、
両
校
の
生
徒
に
よ
る
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
芋
校
で
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
や
、
お
互
い
の
住
ん
で

い
る
所
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
午
桂
に
は
池

波
正
太
郎
真
回
太
平
記
館
や
上
回
城
跡

公
園
田
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
桂

公
園
前
白
観
光
会
館
へ
行
き
、
出
石
中

の
生
徒
は
上
聞
市
由
お
土
産
を
週
び
ま

し
た
。
在
は
二
中
生
徒
白
家
庭
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
、

一
層
交
流
が
深
ま
り

ま
し
た
。

今
桂
も
こ
の
交
流
事
業
を
続
け
、
出

石
町
と
白
閲
保
を
よ
り
深
く
し
て
い
き

ま
す
。

t 

1互9.16[16) 

〉.出石町・
兵庫県出石町とよ田市については、江戸時代

に三代84年にわたってよ団地方の産業を握輿さ
せた仙石氏が、宝永3年(1706)、但馬園出右藩

(現在の出石町)の松平氏と国嘗えをして以来、

人と文化の交流が行われた歴史的立つながりが

串り、昭和54年に姉鯨都市提携を結びました。

名物となっている「出石そはJは、仙石氏が国
替えの際、よ田力、らそぱづくり臓人を連れて行っ

たのが始まりという言い伝えもあり、今では40

軒以上のそば屋さんがあります。
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倉ミ尺家f主宅
客座敷11タ呈
工事の完成

見学会が行

われました

に建てられ

これを記念して見学会が

古代

た民家です。この倉沢家住宅の客座敷修理工事が7月末に完成し、

行われました。

この日は、見学説明会の他に、築地太麓演奏、民話の語り、

米・きびもちの試食などが行われました。

日本舞踊、築地獅子神楽演舞、茶席、

8月24日個人

t 

中学臓の英語指導l乙
新し<3人のAET

市内の中学世の英品学習では、 4人 帰国したパメラ・ルネスタッドさん、

¢外国青年がAET(英語指導助手)と リサ・レガーさんには3年間、ともに

ひ亡、英語科の先生とともに盟業を行ぅ 回中、塩田中、六中を、アニャ・ダマ

ています。このほど、 3人が帰国した セティアさんには 1年間、 一中、五中
ため、新たにキャサリン・デルフィニー を巡回訪問していただきました。あり
さん、ナダヴ・ダヴィダイさん、リチャー がとうございました。

ド・ロビンソンさんが着任しました。 なお、 3年目のγョーン・マーメッ
2学期からほぼ2週間ごとに各担当の 卜さんには、ひき続き、 二中、 三中を

中学校を回ります。 担当していただきます。

••••••••• 
塩田公民舗で活動、ている利用

ルプ由、年に一度'"舞台発表

会を開 T対:T。
日ごろの練習6 身世主'"いた

だきたいと思います。出演者のご

家族・ご友人はもちろん、地域白

皆さんもぜひお出かけください。

・とき 9月28日(日正午~

・ところ塩田公民館2階ホル

・出演予定団体 コーラス、琴、

大正琴、歌謡、民謡、太極拳、

フォークダンス、和太鼓ほか

・入場料無料

.問古せ実行委員会事務局

(車田公民館内"38・6883)

発表会

リチヤードロビンソンさん
アメリ力会期②出身
鐙当綬は図中、鑓図中、六
中

ナタヴタヴィタイさん
アメリカ合鍵園出身
鍾当俊，.四中、温圏中、六<!>

. . 
:キヤザりン・デルフィニーさん
:アメリカ合集園出身
:担当綬はー中、五中• • • 

1正且16[ 17] 



国際自 1¥1)-. K・シゲタ

jrMmT  
~、7・ロザンゼルス、

ロサジゼルス

ア
メ
リ
カ
西
海
山
由
大
都
市
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
で
は
ま
ず
、

1
9
9
2年

に
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
歴
史
や
体
験

を
伝
え
る
目
的
で
開
館
し
た
全
米
日

系
人
博
物
館
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ

こ
に
は
ン
ゲ
タ
が
生
前
に
使
用
し
て

い
た
英
和
辞
典
、
聖
書
や
ア
メ
リ
カ

の
国
営
ラ
ジ
オ
「
ボ
イ
ス
オ
プ
ア
メ

リ
カ
L

で
放
送
さ
れ
た
シ
ゲ
タ
の
肉

声
テ

i
プ
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
ま

す。
特
に
印
量
的
だ
っ
た
の
は
、
シ
ゲ

タ
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
初
期
白
頃

に
使
っ
て
い
た
も
白
と
思
わ
れ
る
英

和
辞
典
で
す
。
シ
ゲ
タ
は
桂
に
、
相

当
高
い
英
脱
力
を
も
っ
て
い
た
と
評

価
さ
れ

t
い
ま
す
が
、
英
語
を
習
得

す
る
た
め
に
こ
の
辞
容
を
使
っ
て
か

な
り
の
努
力
を
重
ね
た
白
で
し
ょ
う
。

辞
書
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
残
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
は
ま
た
、
生
前

白
ン
ゲ
タ
を
知
る
人
物
由

一
人
で
あ

る

ア

チ

1
宮
武
氏
に
お
会
い
し
ま

し
た
ロ

}
 

ア
ー
チ

i
氏
の
文
で
写
真
家
の
宵

武
東
洋
氏
は
、

1
9
3
2
年
の

ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
写
真
を

朝
日
新
聞
に
提
供
し
た
り
、
太
平
洋

戦
争
中
に
マ
ン
ザ
ナ
l
日
系
人
収
容

所
に
強
制
収
容
さ
れ
た
日
本
人
白
日

常
生
活
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
な
ど
、

写
真
を
通
し
て
日
系
人
社
会
に
多
大

な
彰
署
を
与
え
ま
し
た
。

ゾ
ゲ
タ
は

1
9
1
0年
代
に
ロ
サ

/
ゼ
ル
ス
の
リ
ト
ル

・
ト

キ

ヨ

l

で
写
真
館
を
開
業
し
て
お
り
、
そ
こ

で
写
真
教
室
も
開
い
て
い
ま
し
た
。

東
洋
氏
は
若
い
頃
、
写
真
家
に
な
る

夢
を
抱
き
、
こ
白
写
真
教
室
で
シ
ゲ

タ
か
ら
写
真
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

こ
白
講
習
会
で
は
特
に
搬
器
、
焼
き

付
け
、
暗
室
の
重
要
性
を
学
ん
だ
と

い
い
ま
す
。

戦
時
中
、
車
博
氏
も
ア
ー
チ

1
氏

も
強
制
収
容
さ
れ
ま
し
た
。
収
容
が

決
ま
る
と
せ
っ
か
く
手
に
入
れ
た
華

や
財
産
を
二
束
三
文
で
品
分
し
江
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
り
、
収
容
所

で
申
不
自
由
な
生
活
の
こ
と
な
ど
、

こ
の
時
の
過
酷
伝
体
験
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
苦
し
い
生
活
の

中
、
東
洋
氏
は
収
容
所
内
で
も
写
真

を
撮
り
続
け
た
の
で
す
。
ま
た
ア
ー

チ
l
氏
を
は
じ
め
と
す
る
東
洋
氏
の

且
イ
さ
ん
た
ち
は
、
全
且
写
真
家
と

な
り
活
蹴
し
ま
し
た
。
そ
白
基
礎
を

築
い
た
の
は
、
シ
ゲ
タ
の
写
真
教
室

だ
っ
た
の
で
す
。

1
9
6
3年
、
花
歳
の
シ
ゲ
タ
は

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

ア
ー
チ

1
氏
に
シ
ゲ
タ
の
告
別
式
が

営
ま
れ
た
教
会
「
ユ
ニ
オ
ン
チ
ャ
ー

チ
」
と
、
シ
ゲ
タ
が
藁
昆
に
付
さ
れ

た
霊
闘
「
エ
ヴ
ァ
!
グ
リ
ー
ン
メ
モ

リ
ア
ル
パ

1
ク
」
を
案
内
し
て
い
た

だ
き
、
ア
メ
リ
カ
で
申
調
査
を
終
え

ま
し
た
。

文
-++-
:z:s;: 
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今
月
の
控
個
持
伊

作

同
岡
田

μ同
国
同
旧
岡
崎
陪

短
敬

回

首

俳

句

1
5
8
句

川
柳

1
7
4
句

計

4
2
7
作
品

シゲタが革盟に付された盤圃 fヱヴァー
ダリーンメモリアルパークJ

下
総
屈
町
小
倫
明
治
維

こ
町
山
脈
縄
文
人
も
眺
め
け
む
喧
-
』
ら

せ
ば
想
像
広
が
る下
総
民
町
中
ぬ
納
代

浪
れ
来
る
ニ

1
ル
セ
ダ
カ
の
歓
声
に
温
喝

さ
し
日
の
悔
い
埠
か
び
て
は
消
ゆ

:

:

粛

士

山

山

寺

膨

位

内
外
に
世
相
は
揺
る
る
も
原
爆
忌
非

核
不
職
の
鍾
は
ゆ
れ
ず

佳

作

-中
I
条

山

富

掌

終
戦
の
意
味
属
化
な
る
遣
さ
日
の
記

憶
は
夏
の
む
し
暑
き
空

丸

雛

長

谷

川

賞

朋
友
は
蛍
と
な
り
て
我
い
ま
だ
眺
む
る

倒
に
作
み
て
お
り小

泉

清

水

悦

男

退
職
桂
の
毎
日
が
日
曜
と
君
は
実
ふ

そ
の
淋
し
さ
を
わ
れ
に
は
見
せ
ず

矢

沢

脅

木

苔

生

酬
叫
あ
リ
骨
酔
何
あ
り
て
?
」
つ
哀
し
千
曲

目
車
れ
に
鮎
飛
び
V
H
る

上

常

関

市

川

且

義

祖
父
母
父
母
の
基
碑
に
加
へ

L
亡
き

婁
の
俗
名
の
み
を
刻
み
時
へ
た
り

下

鮒

凪

町

羽

般

互

い
つ
し
か
に
夢
の
か
け
ら
も
散
リ
果
て

ぬ
海
の
み
膏
〈
現
岳
も
変
ら
ず

西

脇

回

中

鐙

診
察
を
待
つ
人
び
と
は
そ
れ
ぞ
れ
に
思

ひ
ひ
そ
め
て
宮
葉
少
な
し

倉

升

布
図
と
く
よ

三
人
町
子
等
を
捜
し
て
た
た
か
い
に
ゆ

き
し
夫
な
り
遵
に
か
-
え
一
且
，

長

島

総

弁

律

子

目
を
ど
じ
て
心
併
か
に
教
え
聞
〈
人
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
息
う

評
今
月
は
特
に
傑
出
し
た
作
品
が
な

か
ア
た
。
安
晶
に
作
ら
な
い
こ
と
。

選
者
像

前
帆
尭
せ
し
ま
ら
は
今
も
童
顔
に
て
有
為

転
変
六
十
年
過
ぎ
ぬ

中

野

本

木

嶺
二
三
陣
し
て
秋
の
妙
義
山

伊

舞

山

村

岡

膨

笑

梅
雨
涼
し
馴
染
む
融
合
り
わ
れ
も
古
り

鈴
子
加
々
弁
十
三
恵

創
刊
縄
開
の
首
突
が
盛
り
成
す
自
院
か
な

下

本

郷

伸

図

愛

子

日
提
子
や
足
裏
見
せ
て
座
禅
組
む

佳

作

せ
つ

征

生

塚

穆

原

夏
座
散
宿
題
町
子
町
腹
追
ひ
に

園

分

工

高

じ

ゅ
ん

遺
花
火
眠
り
の
な
か
も
入
車

L

川
辺
町
北
村
喪
英
子

走
り
寄
り
金
魚
見
つ
め
る
孫
に
見
入
る

小

泉

木

村

ン

モ

傘
さ
し
て
家
の
合
同
町
通
花
火

北
大
手
町
中
舘
機
和
夫

子
白
神
術
開
片
袖
外
す
子
町
居
り
て

御

所

金

子

和

江

残
リ
飯
焼
き
お
に
ぎ
リ
に
梅
雨
の
明
け

築

地

倉

湾

昭

夫
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王半面墳の発掘目

市誌編さん室E
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現
在
と
遣
い
、
昭
和
田
年
以
前
は
よ

田
市
内
で
は
上
問
両
部
学
校
や
上
田
睦

笹
丘
高
等
学
校
な
ど
由
高
値
生
が
中
心

と
は
勺
て
行
っ
た
発
掘
調
査
も
み
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
発
掘
の
専
門
目
先
生

を
指
場
者
と
し
て
発
掘
調
査
申
届
出
会

し
た
う
え
で
、
ク
ラ
ブ
梧
動
の

一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

上
岡
市
大
宇
翻
勧
形
に
所
在
す
る
上

平
古
績
の
発
掘
醐
査
も
、
こ
の
よ
う
な

方
法
で
行
わ
れ
た
調
査
の
一
つ
で
し
た
。

上
平
古
墳
は
昭
和
叫
年
目
宜
休
み
の
3

日
間
を
利
用
し
て
、
上
田
高
等
学
枝
輝

土
確
に
よ
勺
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
掘

調
査
の
よ
う
す
は

一
冊
の
ノ
l
ト
と
写

真
に
記
日
即
さ
れ
て
い
ま
す
。

8
月
7
日

古
墳
の
境
丘
よ
の
雑
草
を
慎
い
た
桂
、

周
辺
白
畑
な
ど
か
ら
集
め
ら
れ
て
い
た

-
B
I
U
Mい

挙
大
の
石
を
取
り
除
き
古
績
の
残
存
状

況
を
確
認
す
る
。

8
月
8
日

.... L
 

石
室
白
内
部
を
掘
り
下
げ
る
。
人
骨
、

Z
2

2
2
3
5
 

上
器
、
勾
玉
、
酷
器
、
金
環
、
白
玉
、

f
tz
 

出
曙
石
、
小
玉
が
出
土
す
る
。

。

8
月
9
n

天
井
石
を
移
動
さ
せ
て
、
そ
由
下
や

制
壁
部
分
を
掘
り
下
げ
て
石
室
の
形
を

明
ら
か
に
す
る
。
天
井
石
田
下
か
ら
骨

が
多
量
に
出
土、

鉄
器
、
土
器
、
小
玉

が
出
土
す
る
。
古
噴
由
形
や
石
室
白
棚

量
を
行
う
。

こ
白
よ
う
に
し
て
、
古
噴
の
靖
掃
調

査
と
で
も
い
う
べ
き
発
掘
醐
査
は
終
了

し
た
よ
う
で
す
。
当
時
の
喪
醐
図
面
や

調
査
日
記
か
ら
は
古
墳
が

①
直
置
7
m
ほ
ど
の
円
墳
で
あ
っ
た

②
孟
室
は
横
穴
式
石
室
で
、
そ
の
平
面

蕗
は
檀
利
形
で
あ
っ
た

③
主
井
石
が
石
室
内
に
落
ち
て
い
た

④
そ
の
下
か
ら
、
こ
の
古
績
に
開
ら
れ

た
人
物
の
も
白
と
思
わ
れ
る
骨
が
大

量
に
出
土
し
た

L
C
'
AV 

⑤
主
類

・
万
子
と
呼
ば
れ
る
鉄
器
や
骨

が
出
土
し
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
か
ら
、
上
平
古
境
は
古
積
時
代
後
期

に
属
す
る
も
の
で
あ
ア
た
こ
と
が
分
か

向
Jea1ν
ゃん
。

-R 

上
平
古
墳
の
あ
る
小
牧
山
山
塊
の
択

zgE
 

筋
に
抽
っ
た
地
域
に
は
、
舟
蹟
古
境
群
・

タ
タ
ラ
埋
古
墳

・
轟
の
木

1
2・
森

田
木

2
号
墳
な
ど
が
聾
か
れ
て
お
り
、

古
境
の
集
中
地
墳
で
す
。
こ
れ
ら
白
古

壇
は
、
諏
肪
形
地
痛
を
生
活
地
場
に
し

て
い
た
有
力
農
民
届
が
築
い
た
も
白
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
だ
け
多

く
の
古
墳
が
聾
か
れ
た
背
景
は
、
こ
の

地
輔
は
豊
か
で
安
定
し
た
生
産
性
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
た
地
壊
で
あ
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

担
年
前
の
高
校
生
は
、
今
は
田
代
半

ば
と
な
っ
て
い
る
方
た
ち
で
す
が
、
若

者
が
心
と
き
め
か
せ
て
行
?
た
亙
の
日

の
発
掘
が
よ
団
地
方
自
歴
史
に

一
ペ
ー

ジ
を
添
え
て
い
ま
す
。

--E 

『上
田
市
詑
』
の
監
修
者
佐
藤
信
氏

(東
京
大
学
教
授
)
に
よ
る
講
演
会
を
、

叩
月
U
日

ω午
桂
2
時
か
ら

「モ
ル
テ
ィ

塩
田
」
に
て
開
憧
し
ま
す
。

ま
た
、
諸
事
情
で

『上
田
市
蕗
』
の

引
換
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

「市
臨

編
さ
ん
宣
」
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「引
換
券
」
が
な
く
て
も
結
構
で
す
。

ι 
構
み
あ
る
を
婁
ど
晴
み
足
す
ケ
ル
ン
か

小
れ
ゆ

上

常

岡

大

様

絵

技

ス
ト
レ
ス
ヒ
言
う
は
ど
-』ま
で
凌
曹
花

岩

下

尾

沢

袈

袋

僧

揖
陰
の
史
郁
子
夫
E
織
れ
る

下
房
山
秋
山
千
枝
子

忘
れ
な
い
こ
と
の
口
惜
し
原
爆
忌

鋼

所

竹

内

み

さ

お

チ
ピ
ッ
コ
忍
者
も
外
国
人
も
夏
聾

本

町

竹

内
ト
イ
ミ

子
ら
去
り
て
ブ
ラ
ン
コ
の
な
ほ
揺
れ
て

を
リ

省

門

宮

島

房

子

軒
世
せ
し
百
舌
の
巣
立
ち
の
初
飛
行

遺
書
吟

半
輸
は
燈
町
中
や
大
花
火

-鳳
肪
形
鷲
沢
昭
雄

舌
打
ち
の
先
で
本
音
が
晴
珂
す
る

・
7
本
郷
久
保
あ
き
ょ

建
売
リ
の
悔
恨
厳
か
せ
る
育
園
風

中

村

金

沢

首
相
よ
り
市
長
が
偉
い
原
爆
息

佳

作

道
弘

圏

分

今

烏

志

陽

子

助
手
席
に
無
事
イ
ン
タ
ー
の
灯
が
笑
う

大
手
町
荻
野
ま
つ
江

酔
う
程
に
自
我
を
晒
し
て
い
る
お
遁

上

常
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大
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絵
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逆
ら
わ
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同
じ
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を
聞
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面
目
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士

山

西

沢

機

管

拒
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麗
「
殺
す
べ
り
」
と
は
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想

築

地

宮

M

地
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容

耳
打
ち
の
世
で
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が
軟
化
す
る

手

忽

樋

口

千

酔

チ

仏
壇
の
花
を
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え
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つ
独
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所

山

本

セ

ツ

風
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量
持
ち
よ
く
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う
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さ
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地
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い
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そ
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郊
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こ
れ
ど
親
の
尉
曹
は
邪
庫
に
さ
れ

蒼

久

保

伊

国
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子
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助
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品
差
し
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す
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子
町
手
が
埠

緑

が

丘

樋

口

清

美

政
治
家
は
清
現
呑
む
と
良
〈
官
う
よ

常
働
省
総
逮
‘
保
子

同
じ
花
出
来
と
不
出
来
の
胡
瓜
が
な

下
室
賀
久
保
図
け
さ
い

一
輸
の
花
が
和
ま
す
朝
曲
の
座

圏

分

西

沢

の

り

子

臼
焼
け
し
た
顔
に
元
主
と
書
い
て
あ
る

八

木

沢

中

沢

信

子

歩
み
寄
り
余
生
平
和
な
聞
き
上
手

上

野

中

村

寧
子

走
り
出
て
軍
陣
二
、
三
摘
む
不
意
の

宥
av

下

郷

戸

兵

和

人

案
山
子
さ
ん
出
番
忙
し
〈
四
肢
を
踏

む

舞

国

中

村

ひ

ろ

こ

こ
の
方
が
埠
し
い
担
分
合
す
た
れ

評

草
・
一
伎
に
三
旬
以
内
精
密
で
大

き
く
寄
い
て
く
だ
さ
い
〔
三
枚
位
迄
可
〉

遺
書
吟

惟
め
し
い
冷
夏
山部
骨
の
無
い
お
化
け

11月号@彼置古語
はがきに垣歎・俳句・ 111
柳の別、氏名(ふりがな)、

自治会名、・2苦番待を配入
のうえ10月16日関税必着で上
国市教育聾員会「教育うえ

だ」係(・お6-0025上田市
天神2-4-74)〆」
なお、作品に厳しい曾薫

がある場合は&りが~をつ

けでください.

15.且16[ 19] 



上田市の

浦里小字校正面の本校舎(写頁1)は大正

13(1924)年|ζ建てられ、亡E学校でいちばん古

い校舎です。つぎ

に古いのは酉校舎で、昭和

12(1937)年に建て5れ、

北校舎は昭和25(1950) 

年の建物(策校舎)聖護移転

した校舎です.

これらの校舎は、廊下垂

歩いているだけで、学校建

鞍瑚制7感動洞主事-
'*'校舎の廊判こは、方杖が

草く、刑ま議訣井です(写

真2)。西校舎と北校舎は、婚
司~;:

底天井で、曹に方杖在隠し

ています(写真3)。さらに、

北校舎では、抱合わせ柱が

み5れます。とれらE漣υI~、

文部省の木造校舎の設計規

格が、昭和時の重吾台風室主主曜として大きく宅な31Fと
L2去ります.つまり、「合服擢と柱との接合I~娯万枚!こて
繋結する事」や抱合わせ柱などによ

る耐風補強が導入されたのです。そ

うした時代の流れが廊下lこも反映さ
れているわけです.

舛観も‘本校舎は木造下見板張。、

西松告と北校舎は木骨スレート張ロ

と左よっています。己れも昭和10年代

軽量化と耐火在兼ねたスυー卜蛋り
が推奨されたととによDます。
この絞吉には、残D少在く1;J.った
木造校舎に対する郷容だけで草く、

ヘ混在育てることに懸けた地域の力

が湿っているようです.

タ 2111~10J 511 ヂベシ介ヌ~シダー
各覆組較乳幼児値目標惨蓋等について砿
本号または8月16日号をご覧〈ださい.

市民総合体育大会[パドミントン社会人の昔話]

21 日
(8，30-/市民体育館ほか)
やまびこフォーラムー信州上回夏季大学2003
(9，00-/長野大学)

22 月 市町村合併市民懇談会(-10月21日)砂P.7

秋分の日
23 火
念画展「写真に見る戦前・戦中の慢村J畠示鶴閉会砂P.12

.24 水

25 木
「さの」陵J砂P.8
ベット慰霊祭"'P.9

26 金
重醒・唱敬を楽しむ会(10却-/高齢者福祉センタ ) 
人権を考える地区市民集会(19，00-/文化会館)

市民総合体育大会[パドミントン高絞大学生の部]
("30-/市民体育館ほか)
ウィークヱンドリサイクル(10:00~12:0日/やおふく上
堀居・しおだ野ショッピングセンター)
インターネット&電子メール入門

m 土 (13:30~16:30;メディアランド U E DA) 
得物館m座「上回の幕末緩新J(13，30-15，00/憎物館)
応急手当講習会(14:00~17:00;東北消防署)
明治大学マンドリンクラブ演奏会(18凹-/市毘会館)
信州上回寄席(18:30~/文化会館)
星空観望会(19:30-21:00;創造館)

市民総合体育大会[ソフトァ ス]

26 目
(8'30-/市営テ二スコート)
塩田舞台発表会惨P.17
日曜画家積座(13，30-18，00/メディアランドUEDA)

尼三三 ...ι...し古紙混合0100後'"再生医と大豆泊インタを使用しています.

29 月

30 火

不動産評価等の鏑料相般会"'P.6
AREC特別概演会(15，00-/よ図現有意イン)
行政・士無料相談会砂P.6
おもしろ〈スポーツ(後期)砂P.12

市民お気軽集会「お元気ですかヲ市長ですj"'P.13

親子必れあい広場 (1O:00~12 凹/φ央公民館)
3 金 脳いきいき講座II"'P.B
市民iI5気軽集会「お元気ですかヲ市畏ですj"'P.13

市民総合体育大会[マレットゴルフ]
("00-/塩田の郷マυットゴル7場)
森の学校 (8:30~15:00;東山市有林)

今 土 ウィークエンドリサイクル
(10:00~12 日0/ツルヤ大屋居・マツヤ上田居日 11酉])
司法書士無料格談会惨P.6
「デジタル一眼レフ力メラで撮影をしようJTOP.l0

市民総合体育大会[ソフトポール]
(800-/廠訪形グラウノド)
市民総合体育大会[剣道](8，00-/市民体育館)
市民総合体育大会[柔道]位00.....;市民体首舘)

5 日秋種祭2003砂P.8
史跡めぐり『南佐久細木方面jTOP.12
E犬病予防珪射砂P.9
刷所線写醐影会(9い田一同 i 
「フォトレタッチ講座Jrフォトショップ講座jTOP.l0

1五9.16[20] 
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